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第１章 福井市水道事業ビジョン 2020 の中間見直しにあたって 

 

１-１ 中間見直しの趣旨 

令和２（2020）年３月に策定した、福井市水道事業ビジョン 2020（計画期間：令和２

（2020）年度～令和 10（2028）年度）について、令和 6（2024）年度に計画期間の中間

点を迎えたことから、計画前期の進捗状況の評価を行うとともに、策定後における事業環境

の変化に対応するため、中間見直しを実施するものです。 

 

１-２ 中間見直しの概要 

福井市水道事業ビジョン 2020 の策定時に掲げた、以下の基本理念や理想像については、

策定時から変更しないものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間見直しでは、まず、計画前期における施策の進捗状況について評価を行います。 

また、進捗状況の評価を受けての目標値の見直しや、策定後における事業環境の変化に対

応するため、策定時のビジョンのうち、「第４章 施策と具体的な取組」及び「第５章 投資・

財政計画」については、改訂を実施します。  
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

 

２-１ 計画前期における施策の進捗状況評価 

福井市水道事業ビジョン 2020 では、基本理念や理想像の実現のために、各種施策に取り

組んでいます。各種施策の進捗状況を評価するために、以下の 17 指標について、令和 6

（2024）年度と令和 10（2028）年度における目標値を設定し、取組を進めてきました。 

 

No 理想像 指標名（単位） 
現況値 目標値 

H30 R6 R10 

① 

安全で安心

な水道 

原水水質監視度（項目） 177 177 177 

② 
給水栓水質検査（毎日）箇所密度 
（箇所/100k ㎡） 

8.7 8.7 8.7 

③ 鉛製給水管率（％） 34.7 29.0 25.2 

④ 配水池清掃実施率（％） 82.8 100 100 

⑤ 浄水場事故割合（件/10 年・箇所） 0 0 0 

⑥ 無ライニング鋳鉄管残存数（㎞） 45 20 0 

⑦ 

災害に強い

水道 

浄水施設の耐震化率（％） 8.6 8.6 91.5 

⑧ 配水池の耐震化率（％） 37.5 53.0 57.5 

⑨ 重要給水施設配水管路の耐震管率（％） 47.6 70 100 

⑩ 基幹管路の耐震管率（％） 31.8 42.1 50.6 

⑪ 

持続可能な

水道 

水道施設見学者割合（人/1000 人） 45.8 46 46 

⑫ 経常収支比率（％） 115 115 105 

⑬ 給水収益に対する企業債残高の割合（％） 386 330 320 

⑭ 内部研修時間（時間/人） 8.3 9 9 

⑮ 建設副産物のリサイクル率（％） 52.3 50 50 以上 

⑯ 浄水発生土の有効利用率（％） 100 100 100 

⑰ 配水量 1 ㎥当たり電力消費量（kWh/㎥） 0.42 0.4 0.4 
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

 

計画前期（R2～R5）における 17 指標の進捗状況と達成度評価は次のとおりです。 

 

なお、多くの指標で用いている「業務指標（ＰＩ）」とは、公益社団法人 日本水道協会によ

り、事業活動全般を分析・評価するために策定された規格のことを言います。定量的に分析す

ることによって、課題の抽出や事業の評価が可能となります。 

 

達成度評価については、次の３段階で評価しています。（評価時点：Ｒ５（2023）年度末） 

 

 

 

 

  

◎ … R10 目標値を達成しており、今後も達成する見込みが高い 

〇 … R10 目標値の達成に向けて、順調に推移している 

△ … R10 目標値の達成が困難である 
 

（単位：項目）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

A201 原水水質監視度 177 177 177

※原水水質監視度＝原水水質監視項目数

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

①

【説明】 １年簡に行う水質検査の項目数（＝水質管理の水準を表す） 

【目標】 現況値（177 成分の検査）の維持を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

177 177 179 179 179

評価

◎

コメント

・目標値達成しており、今後も同様に推移する見込み

R3 以降は２成分（PFOS・

PFOA）の検査を追加実施 
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

 

  

（単位：箇所／100ｋ㎡）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

A202
給水栓水質検査（毎日）

箇所密度
8.7 8.7 8.7

※給水栓水質検査（毎日）箇所密度＝（給水栓水質検査（毎日）採水箇所数／現在給水面積）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

②

【説明】 給水面積に対する水質検査の箇所密度（＝水質管理の水準を表す） 

【目標】 現況値（8.7）の維持を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

8.7 8.7 8.7 8.7 8.7

評価

◎

コメント

・目標値達成しており、今後も同様に推移する見込み

水
質
検
査
状
況 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

A401 鉛製給水管率 34.7 29.0 25.2

※鉛製給水管率＝（鉛製給水管使用件数／給水件数）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

③

【説明】 水質や老朽化の問題がある鉛製給水管の残存割合 

【目標】 R10 年度末時点において、25.2％を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

34.7 39.5 39.1 38.5 37.8

評価

△
・H30～R2の実態調査により、鉛製給水管使用件数が
　策定時よりも増加したため、目標達成は難しい

コメント

R２に実態調査が完了したため、 

Ｈ３０→Ｒ２は残存割合が上昇した 
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

  
（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

A203 配水池清掃実施率 82.8 100 100

※配水池清掃実施率＝（5年間に清掃した配水池有効容量／配水池有効容量）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

④

【説明】 配水池有効容量に対する５年間の清掃実施率 

【目標】 ５年に１回の清掃実施率（100％）を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 配
水
池
の
清
掃 

（単位：件／10年・箇所）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B201 浄水場事故割合 0 0 0

※浄水場事故割合＝10年間の浄水場停止事故件数／浄水場数

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑤

【説明】 10 年間における浄水場の停止事故割合 

【目標】 浄水場の停止事故なし（０件）を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

0 0 0.13 0.13 0.13

評価

△

コメント

・R3に九頭竜浄水場にて配水ポンプの一時停止事故が
　発生したため、0.13（＝１件/８浄水場）となっている

「0」には戻せないものの、 

再発防止に取り組んでいる 

H30 R2 R3 R4 R5

82.8 67.4 68.3 62.3 101.6

評価

○

コメント

・目標値達成に向け、順調に推移している
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

  （単位：㎞）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

― 無ライニング鋳鉄管残存数 45 20 0

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑥

【説明】 管内面に防食対策が施されていない鋳鉄管の残存延長 

【目標】 R10 年度末までに残存管の全面解消を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 無
ラ
イ
ニ
ン
グ

鋳
鉄
管 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B602 浄水施設の耐震化率 8.6 8.6 91.5

※浄水施設の耐震化率＝（耐震対策の施された浄水施設能力／全浄水施設能力）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑦

【説明】 浄水施設（８施設）の耐震化率 

【目標】 九頭竜浄水場の更新等を進め、 R10 年度末時点で 91.5％を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

8.6 8.6 8.6 8.6 8.6

評価

△

コメント

・ビジョン策定時の計画と比較し、九頭竜浄水場の更新
　事業が遅延しており、目標達成は難しい

九
頭
竜
浄
水
場 

H30 R2 R3 R4 R5

45.0 36.3 31.8 27.1 24.0

評価

○

コメント

・目標値達成に向け、順調に推移している
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

  
（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B604 配水池の耐震化率 37.5 53.0 57.5

※配水池の耐震化率＝（耐震対策の施された配水池有効容量／配水池等有効容量）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑧

【説明】 配水池（２３施設）の耐震化率 

【目標】 原目配水池の更新を進め、 R10 年度末時点で 57.5％を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

37.5 38.8 43.4 43.5 43.5

評価

○

コメント

・現在までに12施設の耐震化が完了しており、R10の
　目標値達成に向け、原目配水池の更新を進めている

【配水池耐震化率（R４末）】 

県内平均…50.0％ 

全国平均…63.5％ 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B607
重要給水施設配水管路の

耐震管率
47.6 70 100

※重要給水施設配水管路の耐震管率＝（重要給水施設配水管路のうち耐震管延長／重要給水施設配水管路延長）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑨

【説明】 原目配水池～県立病院経由～福井赤十字病院までの管路の耐震化率 

【目標】 R10 年度末までに、未施工である病院間の管路耐震化の完了を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 耐
震
管
の
耐
震
性 

H30 R2 R3 R4 R5

47.6 51.1 53.1 59.7 66.4

評価

○

コメント

・目標値達成に向け、順調に推移している
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

  
（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B606 基幹管路の耐震管率 31.8 42.1 50.6

※基幹管路の耐震管率＝（基幹管路のうち耐震管延長／基幹管路延長）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑩

【説明】 重要度の高い区間の管路の耐震化率 

【目標】 R10 年度までに、九頭竜原目送水管の施工等を進め、50.6％を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

31.8 35.8 37.5 39.6 41.7

評価

○

コメント

・県内平均や全国平均を下回っているものの、目標値
　達成に向け、順調に推移している

【基幹管路耐震適合率（R４末）】 

県内平均…44.2％ 

全国平均…42.3％ 

（単位：人／1000人）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

C403 水道施設見学者割合 45.8 46 46

※水道施設見学者割合＝見学者数／（現在給水人口／1,000）

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑪

【説明】 九頭竜浄水場やマイアクア（森田浄水場）への見学者割合 

【目標】 水道に関する情報を発信し、現況値（45.8）微増の 46 を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

45.8 20.1 25.3 38.8 71.5

評価

○

コメント

・R2～R４は新型コロナ感染症予防等のため、一部施設
　の見学を中止していたが、R5は目標値を達成した

浄
水
場
の
見
学 
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

  （単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

C102 経常収支比率 115 115 105

※経常収支比率＝（経常収益／経常費用）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑫

【説明】 経常的な費用に占める収益の割合。100％が健全経営の目安とされる。 

【目標】 経営環境が厳しくなる中においても、R10 年度値で 105％を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

115 127 125 124 114

評価

◎

コメント

・健全経営の目安となる100％を上回って推移している
・目標値達成に向け、順調に推移している

【類似団体平均値】 

110％ 
（R４年度末時点） 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

C112
給水収益に対する
企業債残高の割合

386 330 320

※給水収益に対する企業債残高の割合＝（企業債残高／給水収益）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑬

【説明】 企業債の残高割合。少ない方が望ましいが一定程度はやむを得ない。 

【目標】 年毎に割合を減少させ、R10 年度値で 320％を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

386 309 311 304 303

評価

◎

コメント

・類似団体平均には及ばないものの、目標値達成しており、
　目標値達成に向け、順調に推移している

【類似団体平均値】 

295％ 
（R４年度末時点） 
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

  （単位：時間／人）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

C203 内部研修時間 8.3 9 9

※内部研修時間＝（職員が内部研修を受けた時間×受講人数）／全職員数

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑭

【説明】 技術の継承のため、職員が局内研修をどの程度受講したかを表す 

【目標】 R10 年度値で現況値（8.3）微増の 9 を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

8.3 8.3 7.7 3.6 5.1

評価

△

コメント

・近年は受講実績が停滞しているが、局内技術研修センター
　主催研修の充実によって、目標値達成を目指す

局
内
研
修
の
様
子 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B306 建設副産物のリサイクル率 52.3 50 50以上

※建設副産物のリサイクル率＝（リサイクルされた建設副産物量／建設副産物発生量）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑮

【説明】 建設副産物の再利用率（＝環境保全への貢献度を表す） 

【目標】 可能な限り再資源化している現状をふまえ、現状維持を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

52.3 63.9 51.0 54.4 65.0

評価

◎

コメント

・目標値達成しており、今後も同様に推移する見込み

【リサイクル実例】 

・コンクリート 

・アスファルト 
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第２章 計画前期における施策の進捗状況評価 

  （単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B305 浄水発生土の有効利用率 100 100 100

※浄水発生土の有効利用率＝（有効利用土量／浄水発生土量）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑯

【説明】 浄水処理過程の発生土の有効利用率（＝環境保全への貢献度を表す） 

【目標】 可能な限り有効利用化している現状をふまえ、現状維持を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

100 100 100 100 100

評価

◎

コメント

・目標値達成しており、今後も同様に推移する見込み

発
生
土
の
乾
燥 

（単位：kWｈ／㎥）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B301 配水量1㎥当たり電力消費量 0.42 0.4 0.4

※配水量1㎥当たり電力消費量＝電力使用量の合計／年間配水量

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

⑰

【説明】 配水処理にかかる電力消費量。少ないほど省エネルギー対策に貢献。 

【目標】 省電力設備等を導入している現状をふまえ、現状維持を目指す 

【進捗状況と達成度評価】 
H30 R2 R3 R4 R5

0.42 0.40 0.41 0.41 0.41

評価

◎

コメント

・目標値達成しており、今後も同様に推移する見込み

太
陽
光
発
電
設
備

（
森
田
浄
水
場
） 
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第３章 施策と具体的な取組 

３-１ 施策体系 

施策体系は、策定時ビジョンのままとします。（以下、策定時ビジョン「施策体系」抜粋） 

 

「安全で安心な水道」「災害に強い水道」「持続可能な水道」の理想像の実現に向け、それ

ぞれの基本目標と施策を示します。 
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第３章 施策と具体的な取組 

３-２ 具体的な取組 

第２章の進捗状況の評価や、ビジョン策定後における事業環境の変化に対応するため、策

定時のビジョンの「第４章 施策と具体的な取組」の「２ 具体的な取組」について、次のと

おり改訂しました。 

 

理想像１ 安全で安心な水道 

基本目標① 水質管理の強化 

施策１ 水質監視の強化 

水質の監視は、安全で安心な水道水を供給する

ために必要不可欠なものです。水道水の水質を良

好な状態に保つには、原水の監視や給水栓での水

質変化を初期段階で把握することが重要です。本

市では、水質監視局を７か所設置し、常時、水質

の監視を行っています。 

水安全計画※１に基づき、水源から給水栓までの水質管理を行います。特に原水について

は、水質検査計画※２に基づき、水道法に示されている「水質基準項目」や水質管理上留意

すべき「水質管理目標設定項目」、さらに水源の特性にあわせて市が独自に設定した項目な

ど、計 179 成分の水質検査を実施していきます。 

これらの結果を分析・評価し、安全で安心な水道水の供給につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年実績値が目標値を達成しているため、近年実績水準に上方修正しました 

（策定時の R10 目標値：177） 

水質監視局 

（単位：項目）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

A201 原水水質監視度 177 177 179

※原水水質監視度＝原水水質監視項目数

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

 

 

 

 
 

 

※1 水安全計画 水源から給水栓に至る水道システムに存在する危害を抽出・特定し、それらを継続的に監視

することにより、安全な水の供給を確実にするシステムづくりを目指すもの。 

※2 水質検査計画 水道水の安全確保を目的として、適正な水質管理を行うために水質検査項目や水質変動も考

慮した採水場所及び検査回数など具体的な検査内容を定めたもの。 

 

施策２ 水質検査体制の充実 

本市は、日本水道協会が定めた水道 GLP※３を平成 22（2010）年度に取得し、信頼性

の高い水質検査を実施しています。また、水道法で定められた水質基準 51 項目すべての

水質検査を職員自らが行うことで、水質の異常に対し直ちに検査できる体制を整えていま

す。今後引き続き、水質検査体制の充実を図り、安全で安心な水道水を皆さまへお届けし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※３ 水道 GLP 水道水質検査優良試験所模範の略称で、日本水道協会が水質検査についての精度と信頼性を

保障する認定制度のこと。 

 

水質検査状況 
GLP 認定証 

（単位：箇所／100ｋ㎡）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

A202
給水栓水質検査（毎日）

箇所密度
8.7 8.7 8.7

※給水栓水質検査（毎日）箇所密度＝（給水栓水質検査（毎日）採水箇所数／現在給水面積）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値



15 
 

第３章 施策と具体的な取組 

 

施策３ 鉛製給水管布設替えの推進 

鉛製給水管※４は、古くは可とう性や柔軟性に優れる特長から給水管として多く使用され

てきました。しかし、布設から年数が経過しているため、漏水の発生割合が高く、有収率

※５低下の原因になることに加え、長い期間使用しない場合には鉛溶出という水質の問題が

あることから、本市では、昭和 57（1982）年以降、鉛製給水管の新規布設を中止してい

ます。 

鉛製給水管の解消のために、ポリエチレン管などへの取替えを推進するとともに、給水

管の所有者であるお客様に対し、取替え推奨などを積極的に PR していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※4 鉛製給水管 鉛を材料として作られた水道管で軟らかく加工しやすいことから昔は使用された管のこと。 

※5 有収率 有収水量を給水量で除したもの。 

 

 

施策４ 配水池及び水道管の維持管理 

水質を適正に管理していくためには、配水池

と水道管の適正な維持管理が欠かせません。配

水池の維持管理には、沈澱物の除去や清掃と水

槽内部のひび割れや防水塗装などの点検を計

画的に行う必要があります。水道管の維持管理 

H30～R2 の実態調査により、鉛製給水管使用件数が策定時よりも増加したため、解消

ペースを見直した目標値に下方修正しました（策定時の R10 目標値：25.2） 

配水池の清掃作業状

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

A401 鉛製給水管率 34.7 29.0 36.2

※鉛製給水管率＝（鉛製給水管使用件数／給水件数）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

には、管内面に付着した鉄サビなどの除去と、停滞水解消のための洗管作業が必要です。 

引き続き、配水池の清掃や点検、水道管の洗管作業などを計画的に行い、配水池と水道

管の適正な維持管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

施策５ 貯水槽水道設置者に対する管理指導 

水道の給水方法は、水道水を直接給水する直

結給水方式と、一旦受水槽に貯めてから給水す

る貯水槽水道方式の２つに分類されます。 

貯水槽水道※6 方式は、給水圧や給水量を一定

に保持するとともに、断水時や災害時にも多少

の水を確保できるというメリットがある反面、

受水槽での水の滞留や、維持管理不足による水

質悪化など衛生上の問題が生じることが懸念さ

れます。 

安全な水を供給するため、貯水槽水道の設置者に対し適切な維持管理の指導、助言及び

勧告を行います。 
 

 

※６ 貯水槽水道 ビルやマンションなどの建物において供給される水を一旦受水槽に貯めた後、利用者に給水

する施設のこと。 

 

 

貯水槽水道方式 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

A203 配水池清掃実施率 82.8 100 100

※配水池清掃実施率＝（5年間に清掃した配水池有効容量／配水池有効容量）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

 

基本目標② 安定した水道水の供給 

施策６ 水源の確保 

本市では、九頭竜川の表流水と地下水による安定的な水源を確保していますが、井戸の

長期使用による取水量の減少や、河川の水質事故による表流水の取水停止により、十分な

取水ができなくなる恐れがあります。また、現時点では、九頭竜浄水場の水源となる浅井

戸※7 の水質に問題はありませんが、クリプトスポリジウム※8 が検出された場合には取水

停止となり、給水制限※9 を招く恐れがあります。 

将来にわたり安定的な水源を確保するため、定期的な井戸の監視や点検のほか、表流水

の環境保全に努めるとともに、クリプトスポリジウム対策として九頭竜浄水場に紫外線処

理設備の導入を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

※7 浅井戸 不圧地下水（自由地下水）を取水する井戸のことで、一般的に深度が 10～30ｍ以内の比較

的浅い地下水のこと。また、不透水層（地下水を通しにくい層）によって上下を挟まれ圧力

を有している地下水を取水する井戸を深井戸という。 

※8 クリプトスポリジウム 原生動物の一種で腸管に感染して下痢を起す病原微生物のこと。水系感染し大規模

な集団感染を引き起こす。塩素が効きにくいためにろ過設備や紫外線処理設備による対応が

必要である。 

※9 給水制限 事故や渇水などによって十分な給水が出来ない場合に水道水の供給量を制限すること。 

 

 

 

 

（単位：件／10年・箇所）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B201 浄水場事故割合 0 0 0

※浄水場事故割合＝10年間の浄水場停止事故件数／浄水場数

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

 

施策７ 水道施設の機能確保 

水道施設の老朽化により、今後、設備の機能低下や水道管からの漏水、道路の陥没など

が増加する恐れがあります。 

日常点検を基に損傷や劣化が進行する前に修繕や部品交換する予防保全型維持管理※10

を実践することで、水道施設の機能保持と長寿命化を図ります。 

 
※10 予防保全型維持管理 安全性や経済性を踏まえ、損傷や劣化が進行する前に修繕や部品交換などの予防的

な対策を行うことで機能の保持や回復を図る方法のこと。 

 

 

施策８ 水道施設の計画的な更新 

今後、高度成長期に整備した水道施設の多くが、一斉に更新時期を迎えることから更新

需要は増加していきます。増大する更新需要に対応するため、予防保全型維持管理による

水道施設の長寿命化と施設規模の見直しや統廃合による投資の合理化を行います。 

そのうえで、本市が設定する更新基準を踏まえ、緊急度や重要度を考慮し、計画的に更

新を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常点検状況 水道管の布設状況 

（単位：㎞）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

― 無ライニング鋳鉄管残存数 45 20 0

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

理想像２ 災害に強い水道 

基本目標③ 水道施設の耐震化 

施策９ 浄水施設の耐震化 

本市に８か所ある浄水場のうち、耐震化

された浄水場は１か所のみです。 

九頭竜浄水場は、本市の施設能力の７割

を超え、市内全域に水道水を供給する最も

重要度の高い浄水場であることから、九頭

竜浄水場の耐震化を図ります。 

計画期間の令和 10（2028）年度の目標値は、九頭竜浄水場の更新準備を進めつつ、他

の施設で代用が可能となる一本木浄水場や川西浄水場の廃止により 9.1％とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 10 配水池の耐震化 

本市に 23 か所ある配水池のうち、耐震化さ

れた配水池は 12 施設です。 

原目配水池は、容量が大きく、九頭竜浄水場

で浄水した水道水を貯留する最も重要度の高

い配水池であることから、原目配水池の耐震化

を図ります。 

九頭竜浄水施設の更新について、民間活力導入の検討に伴い、策定時より遅れ

るため、目標値を下方修正しました（策定時の R10 目標値：91.5） 

九頭竜浄水場の薬品沈澱池 

現在の原目配水池 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B602 浄水施設の耐震化率 8.6 8.6 9.1

※浄水施設の耐震化率＝（耐震対策の施された浄水施設能力／全浄水施設能力）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値



20 
 

 

第３章 施策と具体的な取組 

計画期間の令和 10（2028）年度の目標値は、原目配水池の更新を進めるとともに、足

羽山配水池の更新（ダウンサイジング）により 58.6％とします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 11 重要給水施設配水管路の耐震化 

大規模な地震が発生した場合、災害拠点病院※11 や避難所などの重要給水施設への給水

が特に重要となります。 

配水池からこの重要給水施設までの水道管を重要給水施設配水管路※12 といい、現在、

原目配水池から福井赤十字病院までの約 10.3 ㎞を設定しています。計画期間の令和 10

（2028）年度の目標は、耐震化が完了していない福井県立病院から福井赤十字病院までの

配水管を更新することにより 100％とします。 

 

 

 

 

 
 

※11 災害拠点病院 災害発生時に災害医療を行う医療機関を支援し、重症や重篤な救急患者の救命医療を行うた

めの高度診療機能を有した病院のこと。 

※12 重要給水施設配水管路 病院や避難所などの重要給水施設へ送る配水管のこと。 

 

「原目配水池更新事業」の令和６年度時点での進捗状況に鑑みて、目標値を上方修正し

ました（策定時の R10 目標値：57.5） 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B604 配水池の耐震化率 37.5 53.0 58.6

※配水池の耐震化率＝（耐震対策の施された配水池有効容量／配水池等有効容量）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B607
重要給水施設配水管路の

耐震適合率
47.6 70 100

※重要給水施設配水管路の耐震適合率＝（重要給水施設配水管路のうち耐震適合管延長／重要給水施設配水管路延長）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 12 基幹管路の耐震化 

地震により基幹管路が被害を受けた場合、断水が長期化する恐れがあります。災害時に

おいても安定した水を供給するため、耐震化計画を策定し、基幹管路の中でも特に重要度

が高い区間の管路や、老朽化が著しい管路の更新を優先して実施します。 

本市では、平成 23（2011）年から、100 年を超える使用が可能で、高い耐震性を有す

る GX 形ダクタイル鋳鉄管を採用しています。今後も、新技術の導入を検討し、投資の抑

制を図ります。 

計画期間の令和 10（2028）年度の目標は、九頭竜原目送水管や重要度の高い基幹管路

の更新を優先することにより 50.6％とします。 
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基本目標④ 災害対策の強化 

施策 13 連絡管の整備 

停電や事故などにより浄水場の機

能が停止した場合、給水制限を防止す

るためには、他の浄水場からの水の融

通を可能とするバックアップ対策が

重要です。このことから、森田浄水場

と九頭竜浄水場間の連絡管の整備を

進めます。 

 

GX 形ダクタイル鋳鉄管の耐震性 

【提供：日本ダクタイル鉄管協会】 
NS 形ダクタイル鋳鉄管布設状況（原目町） 

連絡管の整備 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B606 基幹管路の耐震適合率 31.8 42.1 50.6

※基幹管路の耐震適合率＝（基幹管路のうち耐震適合管延長／基幹管路延長）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

 

施策 14 停電対策の強化 

地震や豪雨などの災害により停電が発生した場合は、非常用発電設備により電力を確保

しています。今後は、より長く水道水を供給できるよう、設備の更新の際に、省電力設備

を導入することで必要電力の低減を図ります。 

また、江端浄水場の非常用発電機が、設置後 50 年以上が経過していることから、移動

電源車の導入によって、江端浄水場の非常時用電源だけでなく、災害時の復旧作業用や他

施設等での仮設電源としても対応できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 15 危機対応能力の強化 

本市で想定される最大規模の地震が発生した場合、市内平野部の多くで震度６強以上の

激しい揺れが発生する恐れがあります。その際、耐震性が低い施設では多くの被害が生じ、

断水が長期化する恐れがあります。施設の耐震化と併せ、災害が発生した場合においても

迅速に対応できるよう危機管理マニュアル※13 などを策定し、研修や様々な災害を想定し

た訓練を行っています。今後も、より実践的な訓練を実施していきます。 

また、道路交通法の改正に伴い、若年職員は普通自動車免許を取得していても、給水車

を運転できない場合があります。そのような職員に対し給水車の運転に必要となる準中型

運転免許の取得を促進し、災害発生時に給水車を運転できる職員を確保します。 

非常用発電設備（九頭竜配水ポンプ場） 移動用電源車（画像はイメージ） 
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第３章 施策と具体的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※13 危機管理マニュアル 地震や災害が発生した際に的確な対応を行うための手順などを示したもの。 

 

 

 

 

マニュアル名称 

福井市地域防災計画 

福井市上下水道局危機管理マニュアル 

福井市上下水道局 BCP（業務継続計画）【地震・津波編】 

福井市上下水道局地震対策マニュアル 

福井市上下水道局風水害対策マニュアル 

危機管理のための主なマニュアル 

応急給水訓練 応急復旧訓練 
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第３章 施策と具体的な取組 

 

施策 16 応急給水体制の強化 

災害時の飲料水確保のため、市内 43 か所の指定避難所※14 などに非常用貯水装置※15

を設置しています。災害時において確実に給水するためには、非常用貯水装置の設置場所

や使用方法が周知されていることが重要です。 

また、応急給水対策として、給水車（４トン・３トン）各１台、車載用給水タンク（２

トン）９基、移動式浄水装置※16２台のほか、効率的な応急給水に有効な給水コンテナ（１

トン）10 基を令和 6（2024）年に追加確保し、日常的に訓練を行うことにより応急給水

体制の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※14 指定避難所 災害により家に戻れなくなった被災者が一定期間生活する施設のこと。 

※15 非常用貯水装置 学校のグラウンドなどに設置され、平常時は水道管の一部として機能し、災害時には耐震貯

水槽に水道水が貯留され飲料用として使用できる施設のこと。 

※16 移動式浄水装置 災害時にプールの水などを原水として安全な飲料水をつくることができる装置のこと。 

 

非常用貯水装置上屋 

給水コンテナ（１トン） 移動式浄水装置 

給水車（3 トン） 
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第３章 施策と具体的な取組 

 

施策 17 災害発生時の連携強化 

地震などの災害が発生した場合、速やかに給水能力を回復できるように、日本水道協会

中部地方支部や近隣事業体と「災害時相互応援に関する協定」を締結しています。引き続

き、日本水道協会中部地方支部や近隣事業体との連携を密にし、相互協力体制を確保しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの主な派遣先一覧 

派遣先 災害名（派遣年） 派遣先 災害名（派遣年） 

西宮市 阪神淡路大震災（H７） 和歌山市 六十谷水管橋破損（R3） 

輪島市 能登半島地震（H19） 南越前町 令和４年８月大雨（R4） 

柏崎市 新潟県中越沖地震（H19） 静岡市 台風 15 号（R4） 

陸前高田市 
東日本大震災（H23） 

中能登町 

能登半島地震（R6） 結城市 七尾市 

熊本市 熊本地震（H28） 輪島市 

輪島市 凍 結（H30） 珠洲市 
能登半島豪雨（R6） 

勝山市 凍 結（H30） 能登町 

呉 市 西日本豪雨災害（H30） 

 

中能登町での応急給水状況 熊本市での応急給水状況 
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第３章 施策と具体的な取組 

 

理想像３ 持続可能な水道 

基本目標⑤ お客様サービスの向上 

施策 18 利便性の向上 

お客様センターを設置し、お客様への的

確かつ迅速な対応を行っています。お客様

の満足度や信頼が高まるよう、苦情への対

応を徹底するとともに、ICT などの新技術

を活用したお客様サービスの向上や、公共

料金の支払い方法の多様化を踏まえた水

道料金の納付方法について検討します。 

 

 

施策 19 お客様ニーズの把握と情報の見える化 

水道事業を将来にわたり健全に運営するためには、お客様が正しく水道事業の状況を理

解していることが重要です。 

ＰＲイベントや水道施設の見学、ホームページ、ＳＮＳ、上下水道局広報誌、出前講座

などにより、水道に関する分かりやすい情報の発信とお客様ニーズの把握を行っていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様センター 

ＰＲイベント（上下水道展）の開催 広報誌（上下水道のミカタ）の発行 
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第３章 施策と具体的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標⑥ 経営基盤の強化 

施策 20 適正な資産管理 

安全で安心な水道水を安定的に供給し続けるためには、施設を健全に管理していくこと

が重要であり、長期的な視点で効率的な資産管理を図るアセットマネジメント※17 の考え

方が有効です。 

施設の更新や修繕などの維持管理においては、長期的な投資・財政計画※18 の見通しに

基づき、優先度に応じた施設整備を行い、事業の平準化を図りながら、水需要の減少を踏

まえた施設規模の適正化を進めます。 

また、アセットマネジメントを適正に行っていくため、基礎となる台帳の精度向上を図

ります。 

 
 

※17 アセットマネジメント 水道施設の機能や資産の状態を客観的に診断し、ヒト・モノ・カネの資産を効率よく

管理運営することにより、リスク、コストを最少化するとともに水道サービスを最大

化する効率的な事業運営を提案する手法のこと。 

 

※18 財政計画 計画期間内の投資計画に対する財源について試算する計画のこと。 

 

 

 

近年実績値が目標値を達成しているため、近年実績水準に上方修正しました 

（策定時の R10 目標値：46） 

（単位：人／1000人）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

C403 水道施設見学者割合 45.8 46 60

※水道施設見学者割合＝見学者数／（現在給水人口／1,000）

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

 

施策 21 水道料金水準の定期的な検証 

人口減少や節水機器の普及による水重要の減少に伴い料金収入が減少し続ける中、水道

施設の更新や耐震化を着実に進めていくためには、事業の財源確保が欠かせません。 

投資の合理化や経費の削減を行ってもなお、将来的に財源の不足が見込まれていること

から、概ね５年ごとに水道料金の水準について検証し、適正な財源確保に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

施策 22 企業債残高の縮減 

水道施設の更新や耐震化には多大な費用がかかることから、自己資金だけではなく、企

業債を借り入れています。 

また、水道施設は長期間使用するため、企業債を借り入れることで、世代間の負担の公

平化を図っています。しかしながら、企業債は、将来の料金収入を原資として償還するこ

とから、給水人口が減少する将来世代の過度な負担とならないようにしなければなりませ

ん。 

本市の企業債残高は年間の料金収入の約４倍となり、全国平均と比べても高い水準にあ

るため、事業規模と借入額のバランスを考慮し、企業債残高の縮減に努めます。 

 

     

 

 

 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

C102 経常収支比率 115 115 105

※経常収支比率＝（経常収益／経常費用）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

C112
給水収益に対する
企業債残高の割合

386 330 320

※給水収益に対する企業債残高の割合＝（企業債残高／給水収益）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

 

施策 23 広域化などの検討 

水道事業の広域化は、経営基盤の強化や経営の効率化を目的として、近隣の水道事業者

と経営主体を一つにする事業統合から、検針などの業務の共同処理や、浄水場などの施設

の共同使用まで様々な手法があります。 

国においても、水道事業の経営基盤の強化として、水道事業者の広域的な連携を推進し

ていることから、県と市町からなる広域的連携等推進協議会※19 などにおいて、本市にお

ける広域化や官民連携の効果的な方法についての調査や研究を行います。 

 
 

※19 広域的連携等推進協議会 水道事業者や学識経験者などを構成員として都道府県が設置する広域的な連携推進

に関して協議を行う組織。 

 

 

施策 24 簡易水道事業の統合による効率化 

簡易水道事業（飲料水供給施設※20 を含む）では、これまで施設維持管理の効率化や水

質改善を目的に、簡易水道の統合を行ってきました。 

簡易水道事業においても、全ての集落で過疎化や高齢化が進み、給水人口が減少してい

ます。また、施設は老朽化が進んでおり、漏水も多くなっています。 

これらの集落に、将来にわたり安定的に水道水を供給していくため、施設の統合による

事業の効率化を進めます。また、統合計画が未確定である施設では、老朽化に伴う配水管

の布設替えや設備の更新、浄水方法の変更や維持管理方法の工夫などによる水質改善を行

います。 

 
 

※20 飲料水供給施設 50 人以上 100 人以下の給水人口に対して人の飲用に供する水を供給する施設のこと。 
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第３章 施策と具体的な取組 

 

基本目標⑦ 人材の育成 

施策 25 技術の継承 

平成 20（2008）年度に、局内に「技術研修センター」を設置し、専門的な研修を実施

するなど技術継承に努めてきました。今後も、豊富な経験を有する人材を活用した研修の

充実や、関係団体が行う研修への職員派遣などにより、技術の継承を図ります。 

また、長期的な視点に立った人材の確保を図り、業務量の増大に対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員研修状況 給水車運転操作講習会 

（単位：時間／人）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

C203 内部研修時間 8.3 9 9

※内部研修時間＝（職員が内部研修を受けた時間×受講人数）／全職員数

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

 

基本目標⑧ 環境負荷の低減 

施策 26 リサイクルの推進 

水道事業者は、公共サービスの提供者とし

て、また、資源循環型社会の一翼を担っている

者として、環境負荷の低減を率先して果たす

責任があります。 

今後、大規模な施設更新において発生する

建設副産物※21 や、浄水処理工程で発生する浄

水発生土※22 の有効利用を図ります。 

なお、令和 10（2028）年度の目標値は、現状、可能な限り再資源化を実施しているこ

とから、現況値（H30）以上としています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

※21 建設副産物 建設工事に伴って発生した建設発生土やコンクリート塊などのこと。 

※22 浄水発生土 水道用水を作る過程で生じる懸濁（けんだく）物質のこと。 

 

 

天日乾燥床（九頭竜浄水場） 

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B306 建設副産物のリサイクル率 52.3 50 50以上

※建設副産物のリサイクル率＝（リサイクルされた建設副産物量／建設副産物発生量）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

（単位：％）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B305 浄水発生土の有効利用率 100 100 100

※浄水発生土の有効利用率＝（有効利用土量／浄水発生土量）×100

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値
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第３章 施策と具体的な取組 

 

施策 27 省・創エネルギー対策の推進 

水道施設では、高所にある配水池などへ水道水を送るため、多くの電力を使用していま

す。本市では、一部の施設において、省電力設備や太陽光発電を導入しています。 

今後、環境負荷の低減を図るため、施設の更新の際には省エネルギー型の設備を導入し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

太陽光発電設備（森田浄水場） 

（単位：kWｈ／㎥）

現況値

2018（H30） 2024（R6） 2028（R10）

B301 配水量1㎥当たり電力消費量 0.42 0.4 0.4

※配水量1㎥当たり電力消費量＝電力使用量の合計／年間配水量

ＰＩ番号 業務指標（ＰＩ）
目標値

福井市水道マスコット 

「アクアちゃん」 
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第４章 投資・財政計画 

４-１ 投資計画 

（１）投資計画の基本方針 

ビジョン策定時における投資計画の策定にあたっては、アセットマネジメント手法によ

り今後 100 年間の事業費の見通しを試算し、その結果を基に、令和 10（2028）年度ま

での投資計画を策定しました。 

また、更新基準を目安としつつ、限られた財源をより有効に活用し、重要度の高い施設

の更新や耐震化を優先的に進めるとともに、水需要の減少を踏まえたダウンサイジングや

他の施設への代用が可能となる浄水場を廃止することで事業費の抑制を図ることとしまし

た。 

令和 6（2024）年度のビジョン中間見直しにおいても、上記の方針を継承します。 

 

（２）投資額 

上記の方針に基づきつつ、物価高騰などのビジョン策定以後の状況変化を反映して、令

和 10（2028）年度までの投資額について試算した結果、ビジョン策定時の 238 億円か

ら約 31 億円の増加によって、269 億円となる見込みです。 

また、本ビジョンの計画期間以後も、九頭竜浄水施設の更新をはじめ、大型投資が続く

見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：百万円

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

R6（見直し） 0 0 0 17 61 749 374 0 0 1,200

R2（策定） 60 120 120 180 480

R6（見直し） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R2（策定） 35 170 170 179 550

R6（見直し） 0 0 6 385 10 30 30 90 910 1,460

R2（策定） 65 315 1,030 1,030 1,030 1,038 4,510

R6（見直し） 0 0 0 0 0 15 540 540 720 1,820

R2（策定） 10 331 715 1,060

R6（見直し） 187 190

R2（策定） 200 200

⑤ 九頭竜浄水場
    第２電気設備更新

③ 九頭竜浄水場
    浄水施設更新（着水井～浄水池）

④ 九頭竜浄水場
    中央監視システム更新

① 川西揚水ポンプ所築造

② 九頭竜浄水場
    紫外線処理設備設置

年度 計
（R2-R10）

計画内容 作成時点
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単位：百万円

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

R6（見直し） 0 291 290

R2（策定） 0

R6（見直し） 184 478 44 710

R2（策定） 400 215 25 640

R6（見直し） 94 250 195 141 150 59 890

R2（策定） 117 397 210 110 830

R6（見直し） 37 407 125 6 155 254 1,010 1,368 678 4,040

R2（策定） 250 250 629 920 185 2,230

R6（見直し） 8 6 80 328 428 0 850

R2（策定） 10 25 20 175 182 410

R6（見直し） 115 129 44 290

R2（策定） 127 140 80 350

R6（見直し） 70 235 56 83 40 40 40 40 40 640

R2（策定） 281 235 239 165 45 970

R6（見直し） 263 241 346 488 621 230 300 450 645 3,580

R2（策定） 250 300 300 250 250 250 250 250 250 2,350

R6（見直し） 210 647 855 885 662 535 410 316 4,520

R2（策定） 0 200 500 700 400 400 400 400 3,000

R6（見直し） 100 100 120 120 120 120 120 120 120 1,040

R2（策定） 100 100 120 120 120 120 120 120 120 1,040

R6（見直し） 1,050 2,050 1,583 2,394 2,048 2,239 3,277 3,446 3,429 21,520

R2（策定） 1,725 1,637 1,803 2,210 2,126 2,825 2,325 2,161 1,808 18,620

R6（見直し） 205 267 186 183 150 506 434 388 437 2,760

R2（策定） 200 200 200 200 300 300 300 300 300 2,300

R6（見直し） 106 66 102 181 353 80 80 80 80 1,130

R2（策定） 142 142 142 142 142 142 142 142 142 1,280

R6（見直し） 5 29 8 0 37 37 37 37 37 230

R2（策定） 37 37 37 37 37 39 37 37 37 330

R6（見直し） 94 96 67 31 338 103 105 105 105 1,040

R2（策定） 133 120 114 152 121 103 105 105 105 1,060

R6（見直し） 15 34 30 40 10 12 25 15 41 220

R2（策定） 21 27 33 28 10 12 25 15 41 210

R6（見直し） 1,475 2,542 1,976 2,829 2,936 2,977 3,958 4,071 4,129 26,900

R2（策定） 2,258 2,163 2,329 2,769 2,736 3,421 2,934 2,760 2,433 23,800

作成時点
年度 計

（R2-R10）

⑩ 足羽山配水池・揚水ポンプ所更新

⑧ 九頭竜浄水場森田浄水場間
    相互連絡管

⑨ 原目配水池更新

⑦ 九頭竜原目送水管更新

合　計
 （第８次整備事業 ＋ A～Eの合計）

計画内容

D　施設整備費

Ｅ　ＧＬＰ認定更新、水質検査

Ｂ　配水管整備
　　 （下水道事業等からの依頼工事）

C　水源整備費

第８次整備事業（①～⑮の合計）

Ａ　配水管整備
　　 （無ライニング鋳鉄管以外の更新）

⑮ 事務費等

⑬ 管網整備
　　　（無ライニング鋳鉄管の更新）

⑭ 耐震化工事
　　（重要給水施設、基幹管路等）

⑪ 田治島水系導水管更新

⑫ 福井西配水ブロック配水管布設

⑥ 九頭竜浄水場
    第1号発電設備更新
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４-２ 財政計画 

（１）財政計画の基本方針 

ビジョン策定時における財政計画の策定にあたっては、水需要の予測やこれまでの実績 

 また、徹底した経費削減を行うとともに、将来世代に過度の負担を残さないよう、バラン 

あります。 

 

（２）財源試算 

 

 

 

 

  

１　収益的収支（億円：税抜） 水道事業ビジョン2020

R2 R3 R4 R5

決算 決算 決算 決算

料金収入 42.2 41.5 40.9 40.0

長期前受金戻入 2.6 2.6 2.8 2.6

その他 4.7 5.1 5.4 5.3

計 49.5 49.2 49.1 47.9

人件費 5.2 5.0 5.0 5.1

経費 14.6 15.7 15.6 17.4

減価償却費 15.7 15.8 16.2 16.3

資産減耗費 0.9 0.4 0.8 1.2

支払利息 2.3 2.0 1.8 1.7

その他 1.1 0.3 0.3 0.3

計 39.8 39.2 39.6 42.0

9.7 9.9 9.5 5.8

(9.7) (7.9) (8.3) (7.6)

２　資本的収支（億円：税込） 水道事業ビジョン2020

R2 R3 R4 R5

決算 決算 決算 決算

企業債 2.0 9.0 6.0 7.2

その他 2.5 1.6 2.3 3.0

計 4.5 10.6 8.3 10.1

建設改良費 16.5 25.2 19.2 28.1

企業債償還金 10.2 10.4 10.4 10.6

計 26.7 35.7 29.6 38.7

△ 22.2 △ 25.0 △ 21.3 △ 28.5

(△ 23.8) (△ 22.3) (△ 25.5) (△ 28.1)

34.9 35.3 39.2 32.9

(32.4) (33.7) (32.7) (29.0)

130.4 128.9 124.5 121.1

(ビジョン策定時)

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

収
益
的
収
支

収
入

支
出

当年度純損益

企業債残高

　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

資
本
的
収
支

収
入

支
出

資本的収支差額

(ビジョン策定時)

留保資金残高

(ビジョン策定時)

水道水を供給する 

ための経費と財源 

水道施設を整備・ 

改良するための 

経費と財源 
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、計画期間内の予定事業に基づき、令和 10（2028）年度までの収入と支出を算出しました。 

スのとれた企業債の借入に努めながら、安定的な事業運営に必要となる財源を確保する必要が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

の計画期間( R２ ～ R10 ) 【参考】

R6 R7 R8 R9 R10 R11

予算 計画 計画 計画 計画 見込み

39.7 38.9 38.5 38.1 37.7 37.5

2.6 2.6 2.7 2.8 2.9 2.9

5.3 5.3 5.3 5.3 5.3 5.3

47.6 46.9 46.5 46.2 45.9 45.6

5.0 5.1 5.1 5.1 5.1 5.1

19.9 17.7 17.7 17.7 18.3 18.3

16.8 17.6 18.0 18.8 19.1 20.0

0.4 0.5 0.5 0.9 4.5 2.7

1.6 1.6 1.7 1.8 2.0 2.2

0.2 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

44.2 42.9 43.3 44.6 49.3 48.6

3.4 3.9 3.2 1.6 △ 3.5 △ 2.9

(6.5) (2.9) (3.5) (1.8) (△ 1.8) (△ 2.3)

の計画期間( R２ ～ R10 ) 【参考】

R6 R7 R8 R9 R10 R11

予算 計画 計画 計画 計画 見込み

12.1 11.6 15.7 16.0 15.1 15.5

3.4 6.9 6.3 6.1 6.7 3.5

15.5 18.5 22.0 22.1 21.8 19.0

28.1 31.7 39.6 40.7 41.3 41.7

10.0 9.4 8.9 8.7 7.4 6.8

38.1 41.0 48.4 49.4 48.7 48.5

△ 22.7 △ 22.5 △ 26.4 △ 27.3 △ 26.9 △ 29.5

(△ 27.0) (△ 33.6) (△ 29.4) (△ 27.6) (△ 25.1) (△ 27.2)

30.5 29.7 25.2 19.3 10.2 △ 2.1

(25.6) (15.6) (8.6) (2.8) (△ 3.2) (△ 10.6)

123.2 125.5 132.3 139.6 147.3 156.0

料金収入の減少や減価

償却費等の費用の増加

により、R10 には純損失

が発生する見込み 

事業費の増加に伴い、

留保資金残高は減少

し、R10 までは 10 億

円（安定的な経営運営

の水準）を保つもの

の、R11 にはマイナス

となり、計画に掲げる

事業を実施できないお

それがある 
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４-３ 建設改良費と留保資金残高の推移 

令和 6（2024）年度時点での建設改良費と留保資金残高の推移は、下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の水道事業においては、安定的に経営運営していく基準として、留保資金残高を 10

億円以上保つこととしており、ビジョン計画期間（令和 2（2020）年度～令和 10（2028）

年度）中は、この安定的な経営運営の水準を維持できる見込みとなっています。 

しかし、九頭竜浄水施設や原目配水池の更新といった主要事業が、計画の見直しや水道

事業を取り巻く社会情勢の変化（国が推進する民間活力の導入など）に伴い、ビジョン策

定時よりも実施時期が延伸しているほか、資材高騰や工法の変更などによって、建設改良

費の全体額はビジョン策定時よりも増加する見込みです。 

また、ビジョン計画期間後の令和 11（2029）年度の留保資金残高は、安定的な経営運

営の水準である 10 億円を割り込むだけでなく、マイナスに転じる見込みとなっています。 

  

安定的な経営運営の水準（＝留保資金残高：10 億円） 



39 
 

第５章 まとめ 

５-１ まとめ 

 

 （１）計画前期における施策の進捗状況評価 

水道事業ビジョン 2020 に掲げた 17 指標の進捗状況を検証したところ、現在、「原水水

質監視度」など７指標が、令和 10（2028）年度目標を達成しています。一方で、「浄水施

設の耐震化率」など 4 指標については目標の達成が困難となりました。 

この進捗状況評価を受け、計画期間後半の投資・財政計画を見直すとともに、５指標の

目標値を修正しました。また、移動電源車の導入や給水コンテナの追加確保など災害対応

に関する取組を追加して実施していきます。 

 

（２）今後の展望 

本市水道事業は、令和６年９月に事業開始から 100 周年の節目を迎えました。次の 100

年も安全・安心な水道サービスを提供していけるよう、引き続き、施設の強靭化や経営基

盤の強化に取り組み、「信頼に応える水づくり」の実現に努めていきます。 

また、将来にわたって水道事業を健全に運営

していくためには、水道事業に対する市民の理

解が不可欠です。水道事業における取組や経営

状況など、今後も積極的に情報発信を行ってい

きます。 

 

（３）料金水準の検討 

今後も安全・安心な水道サービスを市民に届けていくためには、財源の確保が不可欠で

す。しかし、投資額はビジョン策定時よりも増加する見込みであり、計画期間の終期には

計画に掲げる事業を実施できないおそれがあります。なお、ビジョン策定時（令和 2（2020）

年）には、「料金水準の検討が必要となる時期」について、「計画期間の中頃まで」として

いましたが、大型事業の実施時期がビジョン策定時よりも後年度となったため、現時点で

は、計画期間の終期までには料金水準の検討が必要になってくると見込んでいます。 
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